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略号 A BIC DIE FIG H 1 1 J 1 K LIM 合計
村 1<: 土 入 村 売 寺 戸 家 主
分類 入 2陣 向島 入 雑
政 幸且 地 会 用 買 社 口家 用 図
冊子 411 21 121 6 141 1 121 10 41 10 221 0 71 160 
状物 471188 01 6 287 421 81 131 82 116 259 251 39 1，185 















寛政2年 1月一12月 竪帳 1冊
A 村 政
公用太平記 A16 
寛政 3年 1月-4月 竪帳 1冊
未之歳万書留帳 Al 





寅歳諸用日記 A3 庄屋市左衛門寛政6年 1月一 5月竪帳
小 島氏宝暦8年 1月一12月 竪帳1冊 1冊
平生公用日記 A益 公用日記 A19 
庄屋当三郎明和 4年 1月一12月 竪帳 庄屋市左衛門寛政6年 5月一閏11月
1冊 竪帳 1冊
平生公用日記 A5 太平日用記 A20 
小島当三郎明和6年 1月一12月竪帳 庄屋市左衛門寛政7年 1月-9月竪帳
1冊 1冊
年中公用日記 A6 太平日用記 A21 
庄屋当三郎明和 8年 1月一12月竪帳 小島市左衛門知鑑寛政7年10月一12月
1冊 竪帳 l冊
公用日記 A7 太平日用記 A22 
庄屋当三郎明和 9年 1月 12月竪帳 小島市左衛門寛政9年 1月一12月 竪帳(ト12)
1冊 -中紙・小紙1冊11通
公用日記 A8 日用太平記 A23 
安永2年 1月一 12月 竪帳1冊 庄屋市左衛門寛政10年 1月一12月竪帳(凶)
小紙 l冊 1通
公用日記 A9 
小西郷邑当三郎安永3年 1月一12月 太平公用日記 必4
竪帳 l冊 小島市左衛門寛政11年 1月一 7月竪帳(同〕
-中紙・小紙 1冊 7通
公用日記 AIO 
当=郎安永7年 1月一12月 竪帳l冊 太平公用日記 (Aト25) 
小島市左衛門寛政11年 7月一12月 竪帳
公用日記 All -中紙・小紙 1冊4通
庄屋当=郎天明 2年 1月一12月竪帳
l冊 太平公用日記 A26 
小島市左衛門寛政12年 1月一11月 竪帳
公用日記 A12 l冊
庄屋当三郎天明 6年 1月一12月 竪帳
1冊 太平公用日記 A27 
小島市左衛門寛政13年 1月一11月 竪帳 (Hi) 
公用太平記 A13 小紙1冊 5通
庄屋当三郎天明 7年 1月一12月竪帳






























宝暦8年 1月一天明 8年2月 横帳・中紙
-小紙 1冊 5通
1 作請証文之事(北野村作人9名連印→

























































〔小野村歴代領主の書上) (控) A51 
(年月日不詳) 小紙 1通
B 貢租
御取笛書上帳〔延享2年一宝暦 2年) Bl 
小西郷村庄屋市左衛門他→大垣御預御役所
























































































寄・百姓代天保7年 1月 小紙 1通
出宿路用金割符帳 B12 










































































































































































































































































































































































3 覚〔金子受取〕 小紙 1通
4 覚〔金子受取〕 小紙1通
5 覚〔金子受取〕 小紙 l通









































































長谷川三之丞他3名 延宝 8年 8月28日
竪帳1冊
濃州力[納領下西郷村検地帳〔畑・屋敷) 02 










・太田所右衛門 貞享 2年 9月晦日)






















































東西粟野村山論取唆一件 〔御用日記) D2 
小西郷村庄屋当三郎 安永9年 7月21日一
24日竪帳1冊




天明 1年 5月6日 竪半帳 l冊
当村御材味数御改帳 D5 
小西鰍す庄屋小島弥藤治 ・小島当三郎→御




















北野村→ (年月日不詳) 小紙 1通
E 村入用
覚〔申盆前請取〕
天保 7年申 2月一 7月 小紙16通
1 覚〔郡中割賦諸入用の請取 J(惣代山












































天保9年正月一 7月 横帳 l冊
覚〔亥盆前郡中諸入用害1賦受取 J E4 
惣代山田秀四郎→御庄屋衆中天保1昨 7
月8日小紙 1通





































































兵衛) (文久2年 7月) 1帖2通
2 覚〔信樹南入用割賦銀請取) (鷲見
圧次郎) (文久 2年 7月)
3 -14 党〔受取) (→当三郎)
15一16 覚〔受取) (→新一郎)






24 -25 覚〔受取) (→与平) (→与兵衛)
26 -27 党〔受取) (→与市)
28 覚〔受取J(改田・車屋→増蔵)
29 -30 覚〔受取J(→なまち) (→なま
つ)
31 -32 覚〔受取) (→御隠居)
33 覚〔受取) (小橋屋与兵衛→御隠居)
1綴
34 覚〔受取) (小橋屋→御民) 1緩
35 覚〔受取) (梅田屋清八→福島清兵衛)
36 -39 覚〔受取) (→小島)
40 覚〔受取) (→上)
41 覚 〔受取〕










































































25 覚〔爪代銀支払) (年不詳 7月13日)
小紙














































































































































































































































24 覚〔受取 J(竹屋平右衛門→青木 8 
月10日)
25 覚〔受取 J(さし物→)
26 覚〔受取 J(祐八→ 7月10日)







































〔役人来村ニ付賄方覚書 J E20 
小橋屋与兵骨+小西郷鰍す方 (年不詳)
寅12月横帳1冊
覚〔山足井諸入用割符金請取 J E21 
井頭→小西郷村御庄屋中 (年不詳)寅12
月小紙1通
覚〔盆前組合割賦請取 J E22 
上尻毛村庄屋慶作→小西郷村御庄屋衆中
(年不詳)辰 7月 小紙1通
覚〔辰之盆前郡中入用割賦請取 J E23 
惣代山田秀四郎→御庄屋衆中 (年不詳)
辰 7月小紙l通
覚〔諸割符金の送付 J EU 
福道市之進→小島当三郎 (年不詳)巳12
月21臼小紙 1通




覚〔諸入用害リ金の送付 J E26 
御望村八兵衛→小島 (年不詳)巴12月18
日 小 紙 1通
廻文〔諸勧化他の観定 J E27 
当三郎→下鵜餅す他 8カ村 (年不詳)巳
12月20日小紙 l通






















































































政12年4月 中紙 1通 1通
借用申諮金之事 F7 覚〔借用申金子之事〕 F21 
小西郷村助右衛門→藤兵衛講御惹中 天保 笹屋専治代丹治→小島当三郎 (年不詳) (1-4) 
4年12月 中紙 l通 子 7月13日 小紙4通
質入借用申金子之事 F8 何年季質地田畑之事(案) F22 















































































日 小 紙 1通
書状〔残金支払の通知) F31 
勘兵衛→新治 (年不詳 )11月8日 小紙
1通
害状〔返済金猶予の依頼) F32 

































































































































































































































































































































党〔講金勘定 J 065 
小島→柳原 (年月日不詳) 小紙 1通































文政8年 1月16日 横半帳 1冊
白山権現御社建替帳






















































〔参詣合鑑札 J H23 





明和2年 1月 中 紙1通
小西郷村酉年宗門人別御改帳〔前書 J I2 
圧屋当三郎・年寄和七・百姓代伊左衛門→
大垣街碩御役所寛政 l年 3月 竪帳 l冊
〔平次郎防轍一件取唆日記 J 13 
文化1拝横半帳l冊
〔宗門人別関係記録〕














































































































































年 3月 中 紙 1通
差入申御詑一札之事 111 
下西郷村与三右衛門→小西郷村御村役人中




年 1月中紙1通 屋 衆 慶 応2年2月中紙 I通
古郷送り手形之事 113 
方県郡縦倉村圧屋小平次他2名→方県郡小
西郷村御村役衆安政 2年12月 中紙 l通
古郷送り一札之事 114 
本巣郡北方春来町庄屋源左衛門→方県郡小
















































郷村御庄屋呉郎作明治 2年 3月 中紙
1通
誓文之事〔不将之風間有之由K付) 130 






















書状〔先祖を敬う事を勧む ) Jl 







(別記) (写真版) 1冊 9通
〔小島名字可名乗免状) (東光寺→立
川平内元 亀 1年 4月18日 小 紙 )
2 C由緒覚書通知) (東光寺→立川平内














8 C小島家墓地略図) (小島光真→ 年
月日不詳) 中紙










































































































1 (桑名一件の事他 J(権蔵→与市 7 
月9日)











2 (出訴の事他 J(:老人→ 年不詳7月
26日)
3 (病状の事 J(とじ→ 年不詳7月22
日)
4 (病状の事 J(とじ→ 年不詳7月14
日)




















































書状〔贈品之礼他 J J30 
字田川格庵→小島 (年不詳)9月14日
小紙 1通
書状〔高吟朱ヲ|の送付 J J31 
重雄(江戸)→小島与市 (年不詳)9月
22日小紙 1通























1 (帰村の依頼) (当三郎→ 年不詳10
月 3日)












































































































































































































































































覚 〔代金請取) K60 
尾道屋大却左衛門→小島吾郎作 (年不詳)
巳12月小紙l通












覚 〔売掛金観定 ) K65 
和泉屋文助→小島呉郎作 (年不詳)巳12(1-2) 
月小紙2通
覚〔酒肴代金受取 ) K66 
鈴木屋叉右衛門→小島呉郎作 (年不詳)
巳12月小紙1通
覚〔材木取引の覚 ) K67 
尻毛村七右衛門→小島呉作 (年不詳)巴
12月小紙1通
〔俵米支払覚 ) K68 
(年不詳)午8月小紙 1通

































覚〔金子受取 ) K75 
尾張屋深七郎→小島藤三郎 (年不詳)申
12月27日小紙 1通
覚 〔諸支払の請求 ) K76 
大垣亀屋喜兵衛→小島新二郎 (年不詳)
申12月小紙1通
覚〔諸反物代の請取 ) K77 
箱屋弥右衛門→小島与市 (年不詳)申12
月小紙l通
覚〔金子請取 ) K78 
かじゃ常右衛門→小西郷新二郎 (年不詳)
申12月小紙1通
覚 〔金子受取〕 悶 9
橋屋勝左衛門→小島藤三郎 (年不詳)
申12月小紙1通
覚 〔諸道具代の請求〕 K80 


















月 小 紙 1通











































































































































































5 覚〔材木代金請取) (欠→ 年月日不
詳) 小紙2通
6 覚 〔薬代金の請取) (くすりや覚左衛
門→小島与市年不詳酉 7月)小紙

















































覚〔木代金請取) KW  
源蔵→小島 (年不詳)成7月 小紙2通 (1-2)























































































































大工慶助→小島藤太郎 (年不詳 )11月 8




























覚〔飛脚賃銭〕 1<164 (年月日不詳) 小紙1通
河合権左衛門→小島当三郎 (年月不詳)




不詳 )12月 小紙 1通 L 絵図
覚〔手水桶代金請取〕 K166 
檎屋勝太郎→小島藤三郎 (年不詳)12月 〔小西郷村絵図〕 L1 
小紙1通 天明 2年6月 中紙1枚
〔指物かさり代錯青取〕 K167 江戸普請役御手代用絵図案 12 
可寿吉→小島 (年月日不詳) 小紙 I通 天明2年 6月 大紙1枚
書状〔用木請合〕 1<168 小西郷村御林墨引絵図 L3 
元之丞→小島 (年月日不詳) 小紙1通 嘉永6年 1月大紙1枚




於補恵〔材木請取〕 K170 〔小西郷村春1昨す絵図〕 L5 
(年月日不詳) 竪小帳1冊 (年月日不詳) 大紙1枚
党〔金子請求〕 K171 美濃国方県郡小西郷村絵図 L6 
(年月日不詳) 小紙1通 (年月日不詳) 大紙 1枚
人参さらし〔商用旗下書〕 K172 〔小西郷村絵図〕 L7 
(年月日不詳) 大紙 1枚 (年月日不詳) 大紙1枚




〔米銭勘定帳) (断簡) 1<174 〔小西郷村松林絵図〕 L9 
(年月日不詳) 横帳 1冊 (年月日不詳) 中紙 1枚
万覚〔金銭出入帳〕 1<175 〔中仙道力l納宿付近図〕 L10 
(年月日不詳) 横小帳 1冊 (年月日不詳) 大紙1枚
覚〔柴木代駄賃勘定〕 K176 〔大垣領中仙道図〕 L11 
(年月日不詳) 小紙 1通 (年月日不詳) 大紙 l枚




〔勘定書覚〕 1<178 〔席回用水絵図〕 113 
(年月日不詳) 小紙 1通 (年月日不詳) 大紙1枚
覚〔金子覚書〕 1<179 〔席田用水絵図〕 114 
(年月日不詳) 小紙 1通 (文化頃カ) 大紙 1枚
覚〔駄賃等勘定〕 ‘ 1<180 〔席目用水新規堰絵図〕 115 
(年月日不詳) 小紙3通 (1-3) (年月日不詳) 大紙1枚 .























































































































































明らかである。村高も〔表 3Jのとなり ，美昔話輪中地帯とはうらはらK近世中期以後は固定化 している。
ζの村のト -jlノレな村落規模は，それを裏づける基本帳簿が乏しいため把握しがたいが，わずかK天明 6




えるととは . i小嶋家系図写J(J 3 )で判明する小嶋一統(市左衛門 ・平治郎 弥藤治・弥左衛門 ・左






ば，土地移動を元文 2年の「小西郷村名寄書出帳J(C 7 )で引いてみると. (表 6JのようV'C.喜七は
当時 3石 4斗 9升 7勺を保有していたが，寛保 3年には一応、無高となっている。とれKよると喜七は清
五郎と弥藤治に土地を譲渡しているが，清五郎の名はとの文容中Uてみられず，端書もないので継嗣かも
しれない。乙れ以後10年間余K大規模な土地集積を行なった者十て市左衛門をあげねばなら念い。〔表 7J 
をみれば. 1 石層の惣次郎を除けば 5 石~ 10石居K若干の土地集積がみられる。そして ， との傾向は加







加納藩のいわゆる家中騒動十てよって，藩主安藤氏は宝暦 5年 6月K方県 ・本巣 ・席回の 3郡内の所
領 1万 6282石余を上知させられ，乙の村は幕領大垣藩預りとなった。預所は，幕府勘定奉行の支配下









とv'c書き上げているので.(表 9J v'c示す。明和 7 ~ 8年Kは ， 全国的大凶作Vてあたり ， 収奪率はそれ
までの64%V'C激減してなり ，一時例年並K復すが，安永 8年~天明6年まで慢性的K低下している。 そ




〔表 2) 新田畑高入一覧 〔表 3) 村尚変澄
年 代 生産高 面相 出典 l 年 1~ 生 産 ーI古"1 H-l .l)l~ 
天和 3 (1683) 4石6'1-9升5介 畝 _'.Ii 天和 1(1683) 300石0'1-01トOU-O勺 「岐阜県
元禄4-7(1961-4) 3.7.8. 1 元禄 8(1695) 300 . 0 . 0 . 0 . 0 史」史料
10 (1697) l22 094 8} 〈ff1} 享保 3(1718) 306 . 6 . 7 . 0 . 0 制iLI世 5
12 (1699) 7.2 18 C4 延享 2(1746) 307 . 1 . 5 . 7 .。 B 
14 (1701) 5.1 A11 明和 9(1772) 304 . 8 . 3 . 1 . 5 . C 9 
宝永 1(1704) 1 . 7 . 7 2. 8 天明 2(1782) 318.4 . 1 .6 .0. A 11 
3 (1706) 1 . 2 . 1 1 . 11 文化 1(1804) 318.4 . 1 . 6 . 0 A 29 
明和 9 (1772) ( 5 . 2 . 0) A11 (年不詳) 316.6.7.6.5 C 10 
安氷 2 (1773) 5.2.0 6.18 C 5 明治 4(1871) 318.4. 1 .6.0 史料編近世l
6 (1777) 4.7.2 5.27 C 6 本山成があって も、川成などで村山は岳ず しむI"I1JIし
*明干lI9年と安水 2年同日入は、はぽ'"1ー と巧え られる. てい主、。
〔表 5) 良民階層構成
~ 花文 2(1737) 延早4(1747) 明和9(1772) 文化(年不詳)
50石以上 1 1 2 
30~守 l 1 。
10石 4 3 2 
5石 8 4 6 
l石 16 11 11 
1石未満 23 23 23 
合計 53 43 44 
出典 C 7 C 8 C 9 
〔表 6) 喜七土地放出状況 (C7) 
地目 生産高 放出先
下回 石8'1-3升2合3勺 清五日1
中山 8.5.8.0. fI 
中 両日 1 .6.6.7 . 弥藤治
下回 3.8.5.0 H 
上 畑 8.4.0. 消一五自1
fI 8.4.0 fI 
下 知l 1 .2. 5 . 4 fI 
fI 6.4.0 H 
fI 1 .7 . 3 . 3 . H 
下々却1 9.0.0. 弥}熊治
屋敷地 2.1.6.0. 清五日I1
fI 4.1.2.0 " 
合計 3.4.9.0.7.
〔表 7) 元文 2年以降の土地移動一覧 (C7) 
一一一←~集 積 高 | 放出 荷
21石l'ト711-2合9勺 I 4石1牛3升5介4勺
1.6.3.7.7. I O. 
2.6.9.3.3. I 1.8.6.2.3 
2.2.1.4.7. I 1.8.5.7.6 
1 8.9.5.0. I 7.0.6.3.6. 
*保有向とは、はIl"Ji: {泣 3年前後のものである。
年代 保有向


































〔表 8) 延享 4年以降の土地移動一覧 (C8) 
農民名 集積高 放出高 差 号| 保有尚
市左衛門 97石5'1-81トO合2勺 1石3'1-11-7合3勺 96布 2'1-6升2合9勺 138訂0'1-11トO合3勺
平 蔵 6_5.5.2.1 6.5.5_2.1 
惣 兵衛 4.3.4.4.0. 4.3.4.4.0. 
友右衛門 3.8.7.2.0 日 3.8_7.2.0 9.6.0.0 
与十郎 3.4.1.4.2. 3.4.1.4.2 
当三自1 2.7.8.8.0 2.7目 8.8.0.
文 蔵 2.2.4.1.7 o. 2.2.4.1.7 2.7.4.0. 
弥藤治 1.4.9.8.2 4.7.5.0. 1 .0.2.3.2. 12.5. 1 . 2 . 9 . 
*保有おとは、延卒4年当時のものである 結果として、科人がそれほど集積していないのは、分家
に高分けを行っているからである.













































































































平藩の飛地政策の特徴的事例を，文化 3年の「太平日用記J( A 30) (11:書き留められている郡奉行





















金〔藩札か〕御陣屋エ御支配御手離ニも相成不申，甚以難渋之儀共御推察可申上侯 ( C J 





























































と当三郎が記しているよう K，不完全ではあるが小作方は「提米」の 1剣半減と高K応じた 1升 5合引
を勝ち得た。
〔表10) 宝暦 7年小作騒動参加農民保有高
農民名 延享4(1748) 明和 9(1772) 
万之助 8石2午7升O令 2石4"トl到4介
清右衛門 5.3. 3 . 1 . 2. 1 .6.9. 
甚右衛門 4.2.7.6. 2.4.4. 
久 蔵 3.8.5.9. 5.5.2.5. 
消五郎 1 .2. 5 . 5 . 2.0.8.9. 
左野右衛門 9.9.8. 3.2.2. 
友右衛門 9.6.0. 4.3.1.7. 
多 七 5.2. 1 . 5.2.1 
半右衛門 4.5.9. 4.0.5. 
文 蔵 2.7.4. 
惣兵衛 9.0.0.8 
政右衛門 8.0.2.3. 
平 蔵 6.9.2.3 










































































































入用割賦K際して，拒否する事態が生じた。 29日Uては . I年寄甚右衛門へ郡右衛門参申候者，当年免割
之儀者役合セよ b五人組不残立会可申候，扱又兵介出奔之節諸入用之儀ハ村免エハ得請不申候，此段庄














中農層 4人の要求は，次年の宝暦 8年正月 K庄屋 ・年寄K宛てた21か条の要望害(A36-5) vc具体









































































































の村の場合念ら ， í山口乙井組」であ1;1 ， 西改回・木田村の井頭がその代表的存在であった。ちなみ~，
直後の文化元年 3 月25日~ i下郷井組合」として「井水方立会之義」を井頭惣右衛門が次のよう K提案






なりの重圧であったらし<.それK対して文化 3年 5 月 27日~，井組村々庄屋が春近村の国恩寺~集ま
り「井頭中江検約願入候始末書J(A 31 )を作成している。その中Kは，
井頭中村々庄屋出会之節，支度之儀壱人前八分 ・半人前四分ニ御極メ ，酒 ・肴ハ勿論買上小
払等之義，一切御止メ可被下事
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1 明治 3年 9月9回世










































していたととが前述した小作騒動の他(tL.次の「一札J( J 19)でも確認できる。 ζれは，久米右衛門を
筆頭とする小作23人が当三郎・弥左衛門家の「困窮ニ付，提御年貢米当未より来亥年迄五ク年之間，平
均八分御用捨J(tL対し. I其後者，本提御年貢年々御勘定可申上」ζ ととする請書である。そして，そ
の経営方法の一端は「農業稼税録J(J5-6 )等Kよって知る ζ とができる。
〔表12) 小島家土地保有高変遷
年 代 当主 保有高 出典
元文 2(1737) 市左衛門 124石2斗3升6合5勺 37.8 C 7 
延享 4(1747) 市左衛門 138.0. 1 .0.3 45.2 C8 
当 二 郎 108 . 9 . 4 . 0 . 4 
-・・・.....・4・・・ ・・・・・・・4・4・4・ー
明和 9(1772) (是定) 80 .4 . 1 . 4 . 1 C 9 
(ノト計) 189 . 3 . 5 . 4 . 5 (61.7) 
市(左是衛定門) 
107 . 4 . 6 . 2 . 4 . 
文化(年不詳)
ーーー・・・..ー...・ーー..ー..ー..-..
17.3.7.8.2. C 10 
(小5十) 124 . 8 . 4 . 0 . 6 (40.5) 
*是定とは、当三郎町父 市左衛門知殺の法名であるが、隠居料として当
三自1も引きついだと考え られる。経営は、同一家である.
天保以降Kなると，庄屋が増員されて弥左衛門ととも K勤めるよう K左るが，当三郎(光純)・呉
郎作ともども長期間Kわたる江戸逗留をする。かつ，雑多な害状Kは，磐城平港政の動向や米相場の ζ
となどが細々と書かれている。とれは，小嶋家が「御勝手御用ニ付J(tLみられるよう(tL.藩政内部K何
らかの関与をしていた ζ と，したがって庄屋の中心的役割を弥左衛門K担わせたというととでは左いだ
ろうか。
小嶋家は，その系図Vてみえると公!?幕末の数代Kわたって本草学の大家・飯沼慾斎家と婚姻関係
を結んでいる。とれは，ζの郷村が幕領大垣藩預であったとき，町年寄飯沼定九郎と必然的K関係をも
ったからだと考えられるが，慾斎は定九郎の甥Kあたり，慾斎は定九郎の援助で学問を大成したといわ
れる。また，江戸の事情K詳しい小嶋家は，慾斎K限らず，宇田川格庵左どから様々念依頼もされてい
る。
さら(tL. 6世治右衛門は白井字右衛門尉K師事して関口真々居合抜の「免状J(J4-4)を与えられ
てお'!? 10世市左衛門は五峯. 11世当三郎は冬扇と称し，俳譜を志してなり，若干関連文書のあるとと
も付記して公〈。
本稿ではなもK文書の概説をしたが，成稿するにあたり .r岐阜県史』・『新修大垣市史』 ・「長
森騒動記J(W郷土史壇』第二巻第十一号)を参照した。当地方の詳細左研究Uては『岐阜史学 J(岐阜
大学郷土博物館気付)・『郷土研究岐阜 J(県立図書館気付)等の機関誌を逐時活用されるとよい。
また，本文書の一部が『岐阜市史』史料編近世二 (1978年)(tL抄録されている。
念お'.末筆ではあるが.史料をど寄贈願った18世小嶋三郎氏，現地調査の折に指導いただいた田中
陸一氏，岐阜市史編集室の西村覚良氏K深甚の謝意を表したい。(1977.4.22 西脇康・斎藤新)
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